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Ⅰ 法人概要 

１． 名称   社会福祉法人 立田南福祉会 

２． 所在地  愛知県愛西市山路町荒山５９番地（〒496-0942） 

         電話：0567-28-5059 FAX：00567-31-6505 

３． 法人設立年月日 

        昭和３６年 ８月 ２４日 

 

４． 事業 第二種社会福祉事業 

    幼保連携型認定こども園の経営 

 

５． 代表者 理事長   石黒 照人 

 

Ⅱ 経営目的及び原則 （定款による） 

 

◆  この社会福祉法人（以下「法人」という。）は、多様な福祉サービスがその利用者の意向を尊

重して総合的に提供されるよう創意工夫することにより、利用者が、個人の尊厳を保持しつつ、

心身共に健やかに育成され、自立した生活を地域社会において営むことができるよう支援する

ことを目的として社会福祉事業を行う。 

 

◆  この法人は、社会福祉事業の主たる担い手としてふさわしい事業を確実、効果的かつ適正に

行うため、自主的にその経営基盤の強化を図るとともに、その提供する福祉サービスの質の向

上並びに事業経営の透明性の確保を図り、もって地域福祉の推進に努めるものとする。 

 

◆  この法人は、地域社会に貢献する取組として、地域の子育て世帯、日常生活又は社会生活

上の支援を必要とする者等を支援するため、無料又は低額な料金で福祉サービスを積極的に

提供するものとする。 
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Ⅲ 法人本部関係 

① 経営方針 

⚫ 法人経営の基盤の確立と福祉サービスの質の向上を目指す。 

⚫ 魅力ある教育・保育の認定こども園を目指す。 

⚫ 環境整備に努め、より良い教育・保育ための職場環境としての土壌整備を図る。 

⚫ 事務業務の IT化を図り、事務の軽減を図る 

 

② 主な取り組み 

【経営基盤の確立】 

① 社会福祉法人としての適正なガバナンス（管理体制）の確立 

(ア) 定款、運営細則の確認、円滑な実施 

(イ) 役員、評議員選任・解任等の事務 

(ウ) 理事会、評議員会、評議員選任・解任委員会の実施 

(エ) 会計等への対応 

② 業務処理体系の確立 

(ア) 報告・連絡・相談を職員間で行うことができる環境を整える。 

(イ) 職務分掌の明確化と職員全体で取り組む組織作りをする。 

(ウ) 事務処理体制の役割の明確化を図る。 

③ 予算に基づく運営・管理 

(ア) 会計基準に基づく円滑な運営 

(イ) 幼保連携型認定こども園に関す法令等に準拠した会計処理 

(ウ) 決裁権限の一部委譲による効率的な予算の活用（小口処理） 

④ 人事評価の実施と質の高いマンパワーの確保 

(ア) 給与規定並びに自己評価表に基づき、人事評価を実施する。 

(イ) 職員の園内研修とキャリアアップ研修、教員免許更新講習への参加推進を図る。 

⑤ 積立金の積立 

(ア) 効果的な予算の執行に努めることで、計画的な積立を行う。 

 

   【教育・保育実践の質の向上 

① 利用する保護者からの信頼が得られるように、接遇対応の向上を図る。 

② 保護者や地域への情報提供のため、保育ソフト・アプリ（コドモン）の活用、ホームページの

充実を図る。 

③ 子育て支援事業や現職教育などの情報収集や関係機関との連携を図り、企画立案並びに

その実践を行う。 

④ 職員の質の向上のため、適切な研修を計画、実行する。 

⑤ 感動体験を基に能動的な体験や継続的な体験ができるような意図的・計画的な環境構成

（人、物、場）を学んだ上で、子どもたちが遊び込めるような環境（人的・物的）づくりをする。 
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Ⅳ 教育理念・方針・目標等 

１． 教育・保育理念 

 就学前の子どもに関する教育・保育等の総合的な提供の推進に関する法律によって目的及び目

標を達成するため、 

① 乳幼児期全体を通して、 

② その特性および保護者の地域実態を踏まえ、 

③ 環境を通して行うものであることを基本とし、 

④ 家庭や地域での生活を含めた園児の生活全体が豊かなものになるように努める。 

 

２． 教育・保育基本方針 

 幼保連携型認定こども園教育・保育要領に依拠して、職員が望む基本的姿勢にあっては、子どもや

家庭に対して分け隔てなく教育・保育を行い、人権を尊重し、プライバシーを保護する事を第一義と

する。また。常に園児の最善の幸福を願うために保護者からの意見や要望があれば真摯に傾聴し、

不明なところがあれば平易に説明してよりよい教育・保育のために努力研鑽することを基本とする。 

 

 

を、基礎として、教育・保育にあたる。 

 

３．教育・保育目標 
家庭との連携をはかりながら、教育・保育の基本に基づいて一体的に展開される生活を通して、 

以下に示す「生きる力の基礎」を育成するよう教育・保育の目標の達成に努める。 

 

《生きる力の基礎》（創設当初からの目標） 

 

・①知識及び技能の基礎  ②思考力、判断力、表現力の基礎  ③学びに向かう力、人間性等 

 

《幼児期の終わりまでに育ってほしい 10の姿》（文科省のしめす「保育所保育指針」より） 

先に加えて、文科省のしめした「１０の姿」を指標とし、経験、学び、育ちにつながるように、保育教諭は 

環境（人・物・場）を構成、設定し、援助していく。 

 

《幼児期の終わりまでに育ってほしい 10の姿》 

  ① 健康な心と体            ② 自立心 

③ 協同性                  ④ 道徳性・規範意識の芽生え 

⑤ 社会生活との関わり          ⑥ 思考力の芽生え 

⑦ 自然との関わり、生命尊重      ⑧ 数量や図形、標識や文字などへの関心・感覚 

⑨ 言葉による伝え合い          ⑩ 豊かな感性と表現 
 

 

 

 

 

「あなたは、今、生きているだけで、かけがえのない、大切な存在です」 
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《立南保育園が大切と捉えている１０の力》 

自己実現と良き社会人として人生を営む上で、下図の 「１０の力」 が大切であると捉えている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．園の特色（アピールポイント） 
 

 先の理念、基本方針、教育・保育目標等を保護者等に理解しやすいよう、また、具

体的にどこに力を入れているかわかりやすくする為、特色と銘打ち、キャッチコピー

的なフレーズを用いて、下記のように伝えていきます。 
● あんしん  

１） 対話・傾聴・コミュニケーション 

・非言語コミュ二ケーションを含め、対話・傾聴にしっかり取組み、信頼感・安心感を築いていき

ます。 

☆ より良い人間関係づくりのためには、コミュニケーション（言語、非言語を含む）が、大切で

あり重要と捉えています。スキンシップやボディーランゲイジ、声掛けや対話、傾聴を、極

めて重要なスキルと捉え、日々適切な行動がとれるよう研鑽し、親子さんからの信頼感、安

心感の獲得に努めています。 

 

２） しっかり あいさつ 

・あいさつからしっかりコミュニケーションをとっていきます！ 

☆ 登園時や朝の会、給食、帰りの会などにおいて、あいさつを大切にしています。 

「おはようございます！」などの、あいさつから始まるこどもとのコミュニケーションを大事に

し、安心して通える環境を整えています。 

日々を重ね、自然とあいさつができるようになり、社会性も身についてきます。そんなお子

さんの成長をご家庭と一緒に喜び、さらに良い環境づくりを心掛けていきます。 

 

愛とより良き を 目指す「人間力 ・ 魂力」 

３、望む力 

２、学び・工夫する力 

 
１、がんばる力 

０、整える力 

 
▽１、がまんする力 

▽２、自らを律する力

 
▽３、執着を手放し、明らめ 

今の自分を受け入れ、前を向く力 

 

楽
し
む
力 

思
い
や
り
・ 

親
切
、 

交
わ
る
力 
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● すくすく  

１） 健康な心と体（10の姿 ①） 

・自分のやりたいことに向かって、見通しを持って行動する。 

☆ やってみたいという意欲を尊重し、試行錯誤しながら十分チャレンジできるように必要な時に

必要な分だけの援助をしながら見守っていきます。 

 

２）道徳性・規範意識の芽生え（10の姿 ④） 

・決まりを守る必要性を分かり、友だちと折り合いをつけながら自分の気持ちをコントロールする。 

☆ 集団生活の中で、時には自分の思うようにならないこともあることを「遊び、生活」の中で経験

から学びます。（セルフコントロール） 

 

    ３）社会生活との関わり（10の姿 ⑤） 

・遊びや生活の中で相手の気持ちを考えて関わる。 

☆ 異年齢児交流の時間を設け、色々な年齢の友達と一緒に遊ぶ中で思いやりの心や考える

力を育んでいきます。 

☆ 自分たちがお兄さんお姉さんにしてもらったことを今度は自分たちが小さい子にしてあげる

という伝統が受け継がれています。 

 

● いきいき  

１） 自立心（10の姿 ②） 

・身近な環境に主体的にかかわり、様々な活動を楽しむ。 

☆ 子どもたちが思わず触れたくなるような様々な遊びを用意し、試したり、工夫したりして遊び

込める環境を作ります。 

 

２） 協同性（10の姿 ③） 

・友だちと共通の目的の実現に向けて協力し、充実感をもってやり遂げようとする。 

☆ みんなで行事を成功させようと、一生懸命に頑張ることや友だちと協力する事の良さや大切

さを経験し、身につけていきます。 

 

３） 言葉による伝え合い（10の姿 ⑨） 

 ・豊かな言葉や表現を身につけ、経験したことや考えたことを言葉で伝えあい、楽しむ。 

☆ 生活や遊びを通して、友だちや保育教諭に、自分の思いを言葉で表現することを獲得してい

きます。 

 

４） 豊かな感性と表現（10の姿 ⑩） 

 ・感じたことや考えたことを自分で、または友だちと一緒に表現することを楽しむ。 

☆ 美しさや面白さを十分感じることができるように、環境を整えます。 

 

● わくわく  

１） 思考力の芽生え（10の姿 ⑥） 

・身の回りのことや興味を持ったことを、自分なりに考えたり試したりして遊ぶ。 

☆ 不思議に思ったことを自ら調べたり、興味を持ったことにとことん取りくんだりが出来るような

環境を作ります。 
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２） 自然との関わり生命尊重（10の姿 ⑦） 

・身近な自然や動植物に触れたり、育てたりする中で生命の大切さを知る。 

☆ 保育園の裏にある畑や散歩などを通し、季節を感じられるようにしています。 

散歩中に見つけた虫をクラスで飼育したり、季節の草花を摘んだりするなどして命の大切さ

を経験から学ぶ事が出来るようにしています。 

 

３） 数量や図形、標識や文字などへの関心・感覚（10の姿 ⑧） 

・遊びや生活の中で数や形、文字や標識に興味を持ち、使うことを楽しむ。 

☆ 知ること、学ぶことの楽しさを体験できるカリキュラムを日々実施しています。 

遊びや生活の中で、読んだり、分け合ったり、比べたり、合わせたりする中で、経験として数

や形、文字などに親しんでいきます。 

☆ 英語教室・体操教室・リトミックは、外部の専門講師、タブレット教室は園の指導計画に基づ

き園内の職員が講師となり、様々な教室を用意しています。感性を磨き、向上性を追及する

環境をそろえています。 

☆ 遊びを通して知りたい気持ちを育みます。  

ワークブックを使いながら、普段の遊びや生活の中で文字や数が意識できるような環境を作

り、就学に繋げていきます。 
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■令和７年度の振り返り 

 

 

 

 

 

 

令和７年度の教育・保育活動の振り返りを令和 7年２月下旬に行い、次年度の重点目標を検討した。振

り返りの結果、各クラス（0～5歳）で評価し、課題を明らかにした。（後述の表参照）  

月齢 振り返り 内        容 

0歳 

評価 

・手作り玩具や既存の玩具を子どもの発達や興味に合わせて準備し、遊びの環

境を整えた。その結果、遊びたい場所や玩具を自分で選び、集中して遊ぶ姿が

見られるようになった。半年を経て、思い思いに興味のある玩具で遊ぶ姿が見ら

れるようになってきた。同じ場所で遊ぶ中で、玩具で遊ぶ友達の存在に気づき、

友達の近くに自分から寄っていく姿が見られるようになった。人や物への関心の

高まりを感じることができた。 

 

課題 

・室内遊びでのヒヤリハット事例が多かったため、個別の成長・発達情報を担当

内で共有し、安全で安心できる環境の提供ができるようにしていく必要性を感じ

た。また、安全に、ハイハイ運動を向上できる玩具など、遊び込める環境を作っ

て、身体機能の向上を図っていける環境構成をしていけると良いと感じた。 

 

１歳 

評価 

・４月当初は、保育者との信頼関係をもとに１対 1での遊びや個々での遊びが中

心であった。３カ月が経った頃、少しずつ友達がしている事に興味を持ちはじ

め、同じ場所で同じ遊びを楽しむ姿が見られるようになってきた。保育者が遊び

の中に加わると、友達との物のやりとりや、真似をして遊ぶ姿が見られた。保育者

が子どもの前でやって見せることを再現遊びにつながり、遊び方に広がりが見え

た。保育者に気持ちを伝えようとする子どもの姿も見えた。 

一年を通して、友達と一緒に遊ぶことが多くなり、２月の保育参観の際には、ク

ラス全員で劇ごっこを楽しむことができた。  

           

課題 

・子ども同士で遊ぶ際に、相手の気持ちを考えることが難しく、自分の言いたいこ

とが発せられないので、友達を押そうとしたり、叩こうとしたりというヒヤリハット事例

が多かった。保育者が見守りながらリスク回避に努めたが、保育者が仲介をして、

友達とのコミュニケーションが円滑に図れるように支援方法の統一見解を明確に

していけると子ども達への指導に一貫性が保て子どもの困惑も防げると思う。 

 

 

一人ひとりの育ちを丁寧に支えるためのチーム保育の強化 

～「学習」「生活」「コミュニケーション力」における学年別支援目内容の明確化と組織化と実践～ 

 

令和 8年度の重点目標 

令和７年度の重点目標  

『一人ひとりを大切に、社会性を育む環境構成（人、物、場）に取り組む』 

～社会性を育むための真似からごっこ遊びへの体系的アプローチの工夫を通して～ 
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月齢 振り返り 内        容 

２歳 

評価 

・一年を通して「ままごと遊び」を楽しむ姿が見られ、遊び方の変化を感じることが

できた。４月当初は、一人遊びが多く友達に自分から声をかける姿が少なかっ

た。夏季になると、仲の良い友達と一緒に人形にランチを作ったり、エプロンをし

て調理したりする姿が次第に増えていった。秋から冬季にかけては、クラスの仲

間たちと給食室からもらった空き箱でピクニックごっこをするようになった。友達が

遊んでいるところに近づき、順番を待って遊ぶことができるようになっていった。ま

た、小さなパーツを「おかず」に見立てて遊んだり、それぞれのコーナーでルール

を決めて遊ぶようになり、集団遊びの中で、周囲の子ども達と創意工夫しながら

協力して活動する姿が見られた。 

 

課題 

・集団遊びに夢中になると、友達同士でおもちゃの取り合いから、噛みつき、引っ

掻きなどのトラブルが多くなった。トラブルが起きると、他クラスから保育者の応援

を求め、状況に合せて個別対応をすることができた。個別対応できる時は十分話

を聴くことができたが、関わる保育者によって支援内容が異なると子どもが混乱を

してしまうことが懸念される。次年度に向け、支援内容の明確化を図る必要性を

感じた。 

 

3歳 

評価 

・それぞれが好きな遊びを見つけて、一人で塗り絵や絵を描いたりグループで

「ごっこ遊び」をしたりする姿が見られた。鉛筆や色鉛筆を使った遊びでは、道具

をしっかりと持ち、線からはみ出さないように塗ったり、想像力豊かに絵を描き、一

年を通して上達が見られた。半年を経て、「ごっこ遊び」の内容に変化が見られ

た。クラスにある玩具を自分たちで工夫して経験したことを遊びに取り入れたり、

身近にいる人の真似をするなど、遊びに広がりが見えた。友達とのやり取りの中

で、「かして」「どうぞ」などのやり取りが多く見られた。一方、取り合いなどのトラブ

ルも増えた。 

部屋全体を使って、子ども達で家とお店のコーナーを設定し、発想力豊かに

見立て遊びができるようになっていった。コーナーに分かれて広告紙を使って輪

つなぎを作ったり、広告紙を貼り合わせたりして、思い思いに工夫してお店屋さん

の商品を作っていたが、その一方で、周囲の活動に気が散ってしまい、一つの事

に集中できない子どもの姿も見られた。生活発表会後から、廃材遊びを取り入れ

たところ、広告紙を使った経験から廃材に広告紙を貼付し、ロボットやパソコンな

どを創作する姿が見られた。 

 

課題 

・「ごっこ遊び」では、グループごと分かれて、いくつかのコーナーで遊ぶことが多

かったので、集中力に欠ける子どもが他のコーナーでの遊びが気になり集中して

遊び込めていない様子もみられたので、集中して遊び込めるように、パーテーシ

ョン等を活用してはどうかと感じた。グループで「ごっこ遊び」ができるようにはなっ

ていったが、工作で出たゴミなどの片づけができなかったので、「片付けまでを遊

び」としてとらえて、支援方法を見直していく必要性を感じた。 
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4歳 

評価 

・クラスとしてのまとまりはよく、一つの遊びを集団で楽しむ姿を見ることが多くでき

た一年であった。子ども達が主体的にルールを決めて、役割を決めて遊ぶ姿が

見られた。そのルールを保育者は見守りつつ自分本位になっていたり、伝える時

の口調が強くなっている時には、仲介し、話し合って相手の気持ちに寄り添える

ように支援を行っていった。その結果、相手の行動に対して、「すごいね」「じょう

ずだね」と友達を自発的に認める言葉をかけられるようになった。また、何かに挑

戦して頑張っている子どもに対しては、「がんばって」と応援する姿も見られるよう

になった。 

 

課題 

・クラスがまとまっている分、異年齢児との関りが少なかったので、異年齢児との

交流の機会を作る必要性を感じた。そのためにも、クラスの中で気になる子ども

の情報共有をしておくとよいと感じた。 

 

５ 歳 

 

評価 

・４月当初は、自分の主張が強く、友達間でトラブルになることが多くあった。保育

活動の中では、子ども達が作りたい物を自分で決めることが難しく、クラス全体で

遊ぶことに対して消極的な面が感じられた。半年が過ぎるころには、クラス全体で

同じ遊びをすることができるようになり、自分達でルールを決め、自分たちで作っ

た遊びをしていく姿が見られた。クラス全体で話し合いながら、時々、ルールを変

えながら、決めたルールに基づいて主体的に遊びを進行していく子どもの姿が

見られた。他の子ども達は、その進行に従って、仲間外れを作ることなく、子ども

達同士が声かけ合いながら、クラス全員で楽しく遊ぶ姿が見られた。また、周囲

の状況を見て、次に何をすべきか、見通しを持って主体的に取り組むことができ

るような面も多く見られた。 

 発達に課題のある子どもやルールが分からなくて困っている友達に対しても、

率先して遊びの方法を教えてあげる子どもの姿が見られた。 

運動会や生活発表会などの行事では、クラスがまとまりをもって練習に取り組

むことができた。子ども達は、自分の役割を自覚し、自分の役割を最後までやり

抜くことができ達成感を味うことができた。 

 

課題 
・遊び込むことが苦手な子どもに対して、保育者がじっくり関われる時間を作る必

要があると感じた。 

  

令和７年度は、社会性を育むために、各学年で「ごっこ遊び」を取り入れ、遊び込める工夫をしながら体

系的なアプローチを工夫し実践した。「ごっこ遊び」の年齢的な特徴を以下に示しているが、本園での０歳

から５歳児クラスの子どもの一年間の育ちを鑑みると、「真似」から「見立て遊び」「ルールづくり」「役割にな

りきり仲間と遊ぶ」「複雑な遊び」へと遊び方が発展している。年齢的な特徴を参考にしても、ごっこ遊びの

標準的な育ちはできていると評価することができた。 

社会性の 3つの力を育む視点で評価すると、友達や身近な人に関心を持ち、年齢が上がるに従って、

自分の気持ちを保育者や友達に伝えようとしたり、一緒に遊びながら相手の気持ちを感じ取ろうとするコミ

ュニケーション力の育ちが見えた。また、乳児の見立て遊び、再現遊びから、幼児になるにつれ様々な場

面を想像して遊ぶ創造力の育ちが見えた。更に、年中・年長になると、みんなで決めたルールを守り、集

団生活のルールを理解する力や年長になると、友達を助けながら一緒に活動を楽しむ協調力の育ちも見

ることができた。 
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しかし、子どもの実態が多様化していて、発達に課題のある子どもが増えていることから、集団活動の中

で遊び込むことが苦手な子どもに対する個別支援の時間を確保するための人的環境を整備する必要が見

えた。 

そこで、令和８年度は、園全体の同僚性に焦点を当て、チーム保育を基本として、職員同士が互いに尊

重して助け合い、情報を共有しながら保育を進めていく関係づくりに力を入れたい。そのためには、令和８

年度に向け、令和７年度末までに「学習」「生活」「コミュニケーション力」の領域に分け、学年別に段階的な

支援内容が視覚化できるように明確化し、支援内容の方向性を一元化していきたい。 

 

「ごっこ遊び」の年齢的な特徴として、 

 

１歳児・・・「真似」をすることで、観察力や表現力が培われる。 

２歳児・・・「見立て遊び」が中心になり、想像力が培われる。 

３歳児・・・自分の好きな役割になりきる「役割なりきり自分遊び」が始まり、ルールを意識していく。 

４歳児・・・子ども同士で役割を決めて遊ぶ「役割取り決め仲間遊び」になっていく。 

５歳児・・・想像力を活かして複雑な役割でのやり取りが行われる「複雑な役割遊び」をする。 

 

 

 

 

と捉え、これを便宜上本園では 「ごっこ遊びの体系」 と呼ぶことにする。 

社会性を育むには、この「ごっこ遊びの体系」はとても重要であると考えている。 

そこで、社会性を育むには、保育者は、年齢に応じて、意図的に、身の回りのことを「ごっこ遊び」に見立

て、「ごっこ遊びの体系」をもとに、園児にとって、 

 

① 様々な場面を想像できる想像力 

② 他人と一緒に協力して進めることができる協調力 

③ 自分の気持ちを相手に伝え、相手の気持ちを受け止められる 

コミュニケーション力 

 

 

 

 

■令和 8年度の目標について 

 令和 8年度は、保育者が一丸となって同僚性を高め、チーム保育を基本とした保育の組織化をめざしま

す。令和８年度の重点目標を以下のように掲げた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ご っ こ 遊 び の 体 系 

ご っ こ 遊 び にお け る 社会性の ３ つ の 力 

一人ひとりの育ちを丁寧に支えるためのチーム保育の強化 

～「学習」「生活」「コミュニケーション力」における学年別支援目内容の明確化と組織化と実践～ 

令和 8年度の重点目標 
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■評価の視点 

  支援の視点の項目が、園児一人一人において、実施され、育成され、伸展しているかが、基本的な

評価の視点となる。 

 

① 情報共有について 

子どもの様子や体調、保護者からの連絡事項を職員間で共有し、共通理解を図りながら保育を

行うことができたか。 

 

② 役割分担での職務遂行について 

職員同士で役割を意識しながら連携し、状況に応じて互いに補い合いながら、保育を遂行でき

たか。 

 

③ チーム連携での個別支援について 

子ども一人ひとりの発達や状況を共有し、チーム連携しながら適切な支援を行うことができたか。 

 

④ 保育の気づきを職員間で話し合い、改善へとつなげることについて 

日々の保育の中で気づいたことを職員間で話し合い、保育の改善につなげられたか。 

 

⑤ 互いの意見の尊重について 

職員同士が互いの意見を尊重し、協力しながら、より良い保育を目指したか。 
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Ⅴ 園の概要 

名称 幼保連携型認定こども園 立南保育園 園長  野村 敬子 

設置主体 

及び設置者 

社会福祉法人 立田南福祉会 

理事長  石黒 照人 

TEL 

０５６７－２８－５０５９ 

所在地 〒４９６－０９４２ 愛知県愛西市山路町荒山５９番地 

園舎 
構造      鉄筋コンクリート 

建設年月日   平成元年２月２５日 

延床面積 ８５２㎡ 敷地面積 ２，１２８㎡ 

定員 ９７名 在園児数 

９４名 

（令和８年４月１日時点） 

 

構成職員 

園長                     

主幹保育教諭        保育教諭（常勤／非常勤）  

保育士             

栄養士            調理員    

バス運転手         保育補助員 

その他職員         事務員 
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Ⅵ 年間事業内容及び活動項目                （※必要と認めた時） 
             
１、評議会・理事会・監事会等         

 (1) 評議員会  2回 （ 6月 2月※）   
 (2) 理事会  3回 （ 5月 11月 3月）  
 (3) 監事会  １回 （ 5月）    
 (4) 評議員選任解任委員会 適時       
 
２、父母の会関係          
 （父母の会役員会） 5回程度      

※父母の会は保護者による独立運営です。 
行事及び運営等の連携の為、園より列席することがあります。  

 
３、大規模整備・修繕等の計画  
     
   ●大規模計画 

(1)  音響設備（放送機器等の入替・購入） 
(2)  園庭の日よけの設置 
(3)  新倉庫の建築及び飼育小屋及び周辺の整備・解体 
(4)  新事業に伴う園舎の建築及び東倉庫等の解体 
(5)  園舎屋の塗装（屋根、壁面、避難用滑り台等） 

 
●定期的な計画   

(1) 砂場の砂の入替え・消毒 
(2) 遊戯室・保育室・廊下等のワックスがけ・整備 
(3) 遊具の塗装点検・必要に応じ補修 
(4) 空調設備の整備及び入替え 
(5) 園庭の砂入れ 
(6) その他 

 
４、借入金償還          
 無し         

         
５、行事           
 (1)入園式/進級式         
 (2)安全訓練         12回  
     (3)交通教室         4回      

 (4)自然の観察 
  ・じゃがいも掘り、玉ねぎ収穫（6月）  
  ・夏野菜収穫 （7月 8月）   
  ・さつまいも掘り （10月）   
  ・みかん狩り （11月）   
 

(5)健康診断        

  ・身体測定 12回 （毎月 1回）     
  ・内科健診  2回 （4月 10月）  
  ・歯科健診     1回 （5月）   
 (6)誕生会  12回 （毎月 1回）   
 (7)避難訓練  12回 （毎月 1回）    
 (8)遠足          2回（10月 3月）   
 (9)子どもの日の集い       （5月）   
 (10)愛西市消防署見学       （5月）   
 (11)歯みがき指導      （6月）   
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 (12) 時の記念日展見学       （6月）   
 (13) フインガーペインティング  （6月）  
 (14) 科学館見学    （7月）   

 (15) 七夕まつり/お店屋さんごっこ   （7月）  
 (16) プール・水遊び   （7月 8日～8月 31日） 
 (17) 午睡         
  ・3歳未満児 1年間    
  ・3歳児  4月 1日～8月 31日 ・4、5歳児 7月 8日～8月 28日 
 (18) 防災訓練  （9月）   
 (19) 敬老会   （9月）   
 (20) 施設訪問         
  ・悠々の里訪問  （9月 12月） ・愛西ガーデン訪問  （9月  12月） 
 (21) 幼児運動会  （11月）    
 (22) 七五三   （11月）    
 (23) 防火訓練         （12月）   
 (24) クリスマス会  （12月）   

     （25） 愛西市消防署見学      (1月） 
 (26) 豆まき   （2月）    
 (27) 幼児生活発表会   （2月）   
 (28) 新入園児体験入園  （3月）   
 (29) ひな祭り         （3月）   
 (30) 春さがし遠足   （3月）   
 (31) 卒園式   （3月）    
 (32) 修了祝い         （3月）  
 
６、 職員会・研修会          
 (1) 職員会   （月 2回 月曜日）   
 (2) 園内（資質向上）研修 （月 1回 水曜日）  

 (3) 研究保育   ※研修計画に基づいて実施    
 (4) 新人保育教諭研修  ※研修計画に基づいて実施 
     （5）保育補助研修          ※研修計画に基づいて実施   
 
７、 個人懇談        ( 5月)    
            
８、 園だより等の発行  （毎月１回）  
 (1) 園だより   (25日発行)    
 (2) 献立表   (25日発行)    
 (3) 給食だより   (25日発行)     
             
９、 保育園育児相談の実施  （随時）    
 

１０、子育て支援事業    
(1) コアラキッズ  （毎週木曜日）  

 (2) 園庭開放  （毎週木曜日）  
 (3) 親子ランチ  （月 1回 随時受付）   
            
１１、 地域諸団体との連携並びに協力        
 (1) 職場体験（中学 2年生）        1回       
 (2) 学生生実習受入れ               2回 
 (3) 中学生触れ合い活動（中学 3年生）  1回 
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Ⅷ 令和 8年度行事予算(案)   ※予算額は、小計の合計を 100円未満切上げにて計上） 

月 
主な 

行事 
園内行事 予算 購入物品 小計 単価 

調達数 

（単位） 

4月 入園式 進級祝い  0 父母の会の支援による  0  0  82 人分 

子どもの日の集い 5,700 こいのぼり、かぶと製作材料費 5,640 60 94 人分 

自然教室（各月含） 20,000 玉ねぎ苗代・肥料代・土 20,000 20,000 １ 式 

誕生会（各月含む） 3,600 誕生者お祝い（写真等） 3,600 30 120 人分 

5月 子どもの日 ファミリーデー 2,100 画用紙など製作代 2,090 2,090 1 式 

6月 時の 

記念日 

フィンガーペインテ

ィング 

13,000 絵具など材料費 12,960 2,160 6 本 

時の記念日展 5,000 バス移動経費 5,000 2,500 2 回分 

7月 七夕まつり 

プール開

き 

七夕まつり 18,000 笹の葉代 12,000 12,000 1 式 

笹飾り（短冊、こよりなど） 6,000 6,000 1 式 

お店屋さんごっこ 5,000 ヨーヨー釣り代等 材料費 5,000 5,000 1 式 

津島科学館 5,500 入場料（職員） 440 110 4 人分 

バス移動経費 5,000 2,500 2 台分 

プール開き 5,200 検査薬 2,200 2,200 1 箱 

消毒用塩素 3,000 3,000 1 箱 

8月 プール               

9月 敬老会 敬老会 5,400 画用紙など製作代 3,000 3,000 1 式 

祖父母・ボランティアお茶 2,400 120 20 本 

10月 ハロウィン ハロウィン 2,000 ラムネお菓子 2,000 2,000 1 式 

施設訪問 1,200 模造紙・折り紙等 1,200 600 2 式 

11月 運動会 

七五三 

運動会 8,000 小道具材料 8,000 8,000 1 式 

30,000 体育館使用料（3日分） 30,000 10,000 3 日 

4,500 ミラーテープ・養生テープなど 4,500 4,500 1 式 

5,400 スポーツ用ラインテープ 5,400 1,800 3 式 

お出かけ外保育 5,000 バス移動経費 5,000 2,500 2 台分 

七五三 10,000 千歳あめ ３歳以上児 9,600 120 80 人分 

  5,000 ゼリー ３歳未満児 4,800 120 40 本 

12月 クリスマス

会 

クリスマス会 7,800 クリスマス会用製作材料費 7,800 7,800 1 式 

教育・保育納め 32,000 しめ縄 1,000 1,000 1 個 

年賀はがき 15,725 85 185 枚 

年賀はがき業者印刷費 14,800 80 185 枚 
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1月 乳児保育

参観 

車お祓い 12,000 バス 2台お札 8,000 4,000 2 台分 

軽自動車 2台お札 4,000 4,000 1 台分 

乳児保育参観 4,000 画用紙など製作代 4,000 4,000 1 式 

2月 生活発表

会 

明治なるほどファク

トリー見学 

5,000 バス移動経費 5,000 2,500 2 台分 

消防署見学 5,000 バス移動経費 5,000 2,500 2 回分 

幼児生活発表会活

動費 

15,000 演出、製作材料費 15,000 15,000 1 式 

3月 卒園式   46,000 証書筒 8,250 330 25 人分 

箔押代 5,500 5,500 1 式 

証書記名代 20,000 20,000 1 式 

卒園式装飾代、お花代など 10,000 10,000 1 式 

アルバムタイトル制作材料費 2,040 120 17 人分 

修了祝い 3,000 アルバム台紙製作材料費 3,000 3,000 1 式 

行事予算合計 289,400   
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１．職員の資質向上に関する年間研修計画   

     

  時期 研修内容 対象者 備  考  

４月 
職員倫理規程・法令遵守、個人情報、守秘義務 

園規則 ・就業規則              
全職員 園内研修 

 

 

５月 
保育指導計画の記載について 

給食献立検討会 
全職員 

園内研修 

園外研修（県内）・伝達研修 

 

 

６月 
アレルギー食への対応  エピペン研修 

保育実践の検討 
全職員 
 

園内研修（外部講師） 

研究保育（幼児） 

 

 

７月 

災害対応と熱中症対応 

保育実践の記録 

保育士等キャリアアップ研修 

全職員 
園内研修（外部講師） 

園外研修（県内）・伝達研修 

 

 

８月 

権利擁護、プライバシー保護について、 

児童虐待防止 

保育士等キャリアアップ研修  

全職員 
園内研修 

園外研修（県内）・伝達研修 

 

 

９月 

発達に課題のある子ども支援 

保護者支援 

保育士等キャリアアップ研修 

全職員 
園内研修 

園外研修（県内）・伝達研修 

 

 

１０月 

指導計画 

子どもの健康と安全 

保育士等キャリアアップ研修        

全職員 
園内研修・指導計画作成 

園外研修（県内）・伝達研修 

 

 

１１月 

食育の進め方 

幼保小の連携・地域及び他機関との連携 

保育士等キャリアアップ研修 

全職員 
園内研修 

園外研修（県内・市）・伝達研修 

 

 

１２月 

心肺蘇生法（AED）、異物除去法 

自己点検、自己評価（園全体１） 

保育士等キャリアアップ研修 

全職員 園内研修 

園外研修（県内）・伝達研修 

 

 

１月 

自己点検、自己評価（園全体２） 

自己点検、自己評価（園全体３） 

保育士等キャリアアップ研修 

全職員  

園内研修 

園外研修（県内、市）・伝達研修 

 

 

２月 今年度重点目標の反省 全職員 次年度重点目標の確定 
 

 

３月 
園児指導要録の記載方法 指導計画 

保育士等キャリアアップ研修 
全職員 

園内研修・指導計画作成 

園外研修（県内）・伝達研修 
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2.令和 8年度保育教諭新人研修計画 

回数 研 修 項 目 時間数 専 門 研 修 テ ー マ 

1 認定こども園立南保育園の概要、園内見学 2 ・立南保育園の沿革、本園の理念 

2 職業倫理規程について 

・就業規則の周知 

2 ・職業人としてのマナー 

・就業規則についての説明 

3 様々な園の決まりごとの周知 2 ・事務的な決まりについて 

4 個人情報、権利擁護（１） 

・記録の記載について 

2 ・個人情報保護法 

・コドモンの活用について 

5 個人情報、権利擁護（２） 

・保護者支援について 

2 ・プライバシーの保護 

・苦情受付、苦情解決について 

・保護者からの苦情に対する 

6 災害時について 

・防災訓練について 

2 ・災害発生時の対応について 

7 感染症対応について 2 ・食中毒 

・出席停止の必要な感染症 

8 発達障害のある子ども支援について① 2 ・発達障害受給者及び意見書所持状況 

・発達及び支援の概要 

9 発達障害のある子ども支援について① 2 ・発達支援の方法 

10 研究保育参観（１） 2 ・保育参観  

11 研究保育参観（２） 2 ・保育参観  

12 緊急時の対応について 2 ・子どもに多い事故とその対応の仕方に

ついて 

13 多機関連携について 2 ・多機関連携の実際 

14 研究保育（参観） 2 ・自己評価の意義と方法 

15 研究保育（参観） 2 ・研究保育検討会 

16 適切な発達支援と不適切支援の検討   2 ・研究保育検討会 

17 特別に配慮が必要な子どもの支援 40 ・特別に配慮がいる子どもの行動観察及び 

・子どもの特性に応じた個別支援の検討 
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3．保育補助研修計画        

    

【保育補助者の対象要件となる実習の内容について】  

実習項目 
目安の 

時間 
実習内容 

  １ 保育所の役割 30分 
保育の役割 

※「保育所保育指針第１章第１節」（参考）の内容を踏まえて実習を行うこと。 

  ２ 子どもの発達 60分 

①発達への理解 

②胎児期から青年期までの発達 

③発達への援助 

④子どもの遊び 

  ３ 保育の基本 1,680分 

①子どもとの関わり方 

②身体を使った遊び 

③言葉・音楽を使った遊び 

④物を使った遊び 

⑤その他保育士の業務の補助に関する事項 

  ４ 乳幼児の発達と心理 90分 

①発達とは 

②発達時期の区分と特徴 

③ことばのコミュニケーション 

④自分と他者 

⑤手のはたらきと探索 

⑥移動する力 

⑦こころと行動の発達を支える保育者の役割 

  ５ 乳幼児の食事と栄養 60分 

①離乳の進め方に関する最近の動向 

②栄養バランスを考えた幼児期の食事作りのポイント 

③食物アレルギー 

④保育者が押さえる食育のポイント 

  ６ 小児保育 120分 

①乳幼児の健康観察のポイント 

②発育と発達について 

③衛生管理・消毒について 

④薬の預かりについて 

⑤子どもに多い症例とその対応 

⑥子どもに多い病気（ＳＩＤＳ等を含む）とその対応 

※「保育所におけるアレルギー対応ガイドライン」「保育所における感染症対策ガイドライン」を周知する。 

⑦事故予防と対応 

  ７ 心肺蘇生法 120分 
①心肺蘇生法、ＡＥＤ、異物除去法等 

※見学だけの科目にならないよう配慮が必要。 
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  ８ 安全の確保と 

   リスクマネジメント 
60分 

①子どもの事故 

②子どもの事故の予防保育上の留意点 

③緊急時の連絡・対策・対応 

④リスクマネジメントと賠償責任 

  ９ 保育者の職業倫理と 

    配慮事項 
90分 

①保育者の職業倫理 

②保育者の自己管理 

③地域等との関係 

④保育所や様々な保育関係者との関係 

⑤行政との関係 

⑥地域型保育の保育者の役割の検討 

 10 特別に配慮を要する 

    子どもへの対応 
90分 

①気になる行動 

②気になる行動をする子どもの行動特徴 

③気になる行動への対応の考え方 

④気になる行動の原因とその対応 

⑤保育者の役割 

⑥遊びを通して、子どもの発達を促す方法 
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4．研究保育計画 

令和８年度は、以下の計画に従い研究保育を行う。 

１）中堅保育教諭の研究保育 

（１）実施時期 ： 前期（６～７月）実施予定 

（２）研究保育実施者 ：戸谷 美保  先生 

    （２名）         榊原 めぐみ 先生 

（３）保育参観検討会 ：入職３年未満保育教諭が授業参観及び授業検討会に参加 

                ※園長及び主幹（２名）も参加 

 

２）新人保育教諭の研究保育 

 （１）実施時期 ： 後期（９～１１月）実施予定 

 （２）研究保育実施者 ： 小峰 彩見 先生 

      （２名）         川田 愛   先生 

  （３）保育参観検討会 ： 園長、主幹２名、指導保育教諭が授業参観及び授業検討会に参加 
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５．保育士等 キャリアアップ研修実施計画 

日

程 
研修分野名 

講座内容 
講議の時間 受講者 

①～⑤講座（順不同） 

八
月
ご
ろ
～ 

１．乳児保育 

①乳児保育の意義 90分×2 コマ     小峰 彩見 

    田中 杏香 

    内村 優香 

    森 由美 

    光田 有希 

山幡 奈津江 

  林 美希 

②乳児保育の環境 90分×2 コマ 

③乳児への適切な関わり 90分×2 コマ 

④乳児の発達に応じた保育内容 90分×2 コマ 

⑤乳児保育の指導計画、記録及び評価 90分×2 コマ 

○まとめ 90分×2 コマ 

２．幼児教育 

①幼児教育の意義 90分×2 コマ 榊原 めぐみ 

田中 杏香 

内村 優希 

栗本 りか 

光田 有希 

林 美希 

②幼児教育の環境 90分×2 コマ 

③幼児の発達に応じた保育内容 90分×2 コマ 

④幼児教育の指導計画、記録及び評価 90分×2 コマ 

⑤小学校との接続 90分×2 コマ 

○まとめ 90分×2 コマ 

３．障害児保育 

①障害の理解 90分×2 コマ 

野田 麻衣子 

長瀬 幸恵 

 

②障害児保育の環境 90分×2 コマ 

③障害児の発達の援助 90分×2 コマ 

④家庭及び関係機関との連携 90分×2 コマ 

⑤障害児保育の指導計画、記録及び評価 90分×2 コマ 

○まとめ 90分×2 コマ 

４．食育・ 

アレルギー対応 

①栄養に関する基礎知識 90分×2 コマ 

野田 麻衣子 

②食育計画の作成と活用 90分×2 コマ 

③アレルギー疾思の理解 90分×2 コマ 

④保育所における食事の提供ガイドライン 90分×2 コマ 

⑤保育所におけるアレルギー対応ガイドライン 90分×2 コマ 

○まとめ 90分×2 コマ 

５．保健衛生・ 

 安全対策 

①保健計画の作成と活用 90分×2 コマ 

    栗本 りか 

 

②事故防止及び健康安全管理 90分×2 コマ 

③保育所における感染症対策ガイドライン 90分×2 コマ 

①保育の場において血液を介して感染する病気を

防止するためのガイドライン 
90分×2 コマ 

⑤教育・保育施設等における事故防止及び事故

発生時の対応のためのガイドライン 
90分×2 コマ 

○まとめ 90分×2 コマ 

６．保護者支

援・子育て支援 

①保護者支援・子育て支援の意義 90分×2 コマ 
小峰 彩見 

 
②保護青に対する相談援助 90分×2 コマ 

③地域における子育て支援 90分×2 コマ 
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④虐待予防 90分×2 コマ 

 ⑤関係機関との連携、地域資源の活用 90分×2 コマ 

○まとめ 90分×2 コマ 

７．マネジメント 

①マネジメントの理解 90分×2 コマ 

    小峰 彩見 

②リーダーシップ 90分×2 コマ 

③組織目標の設定 90分×2 コマ 

④人材有成 90分×2 コマ 

⑤働きやすい職場づくり 90分×2 コマ 

○まとめ 90分×2 コマ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


